
JP 2008-539272 A 2008.11.13

(57)【要約】
　顔－舌方向の対称面及び／又は近位－遠位方向の対称
面を備えた、側汎用外形を備えた予備成形済展性歯冠。
該予備成形済歯冠はまた、側汎用外形が、例えば左側特
有又は右側特有に調節された外形を形成し得るような十
分な展性を有する硬化性組成物を含む。本発明の方法は
、歯冠を調節又は成形することによって歯冠を適合させ
て、側特有な特性をもたらし、次いで硬化性組成物の硬
化を行うことを含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　切歯、犬歯、小臼歯、及び大臼歯から成る群から選択される、自立形側汎用外形を備え
る予備成形済歯冠を含む歯科用物品であって
　該側汎用外形が顔－舌方向に対称面を含み、
　該予備成形済歯冠が、側汎用外形が左側特有又は右側特有に調整された外形を形成し得
るような、十分な展性を有する硬化性組成物を含む歯科用物品。
【請求項２】
　側汎用外形がさらに小臼歯及び大臼歯から成る群から選択され、かつ該側汎用外形が近
位－遠位方向に対称面を含む、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項３】
　予備成形済歯冠が内部腔部を含み、かつ該内部腔部が舌方向又は顔方向に向かって片寄
っている、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項４】
　硬化性組成物が、１５℃～３８℃の温度において左側特有又は右側特有に調節された外
形を形成するのに十分な展性を有する、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項５】
　硬化性組成物が本質的に非金属材料から成る、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項６】
　予備成形済歯冠が本質的に硬化性組成物から成る、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項７】
　硬化性組成物が結晶性成分を含む樹脂系、６０重量％を超える充填剤系、及び反応開始
剤系を含み、該硬化性組成物は約１５℃～３８℃の温度において十分な展性を示すが、た
だし充填剤系が繊維を含む場合、該繊維は該硬化性組成物の総重量に対して２０重量％未
満の量存在する、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項８】
　硬化性組成物が結晶性成分を含む樹脂系、７０重量％を超える充填剤系、及び反応開始
剤系を含むが、ただし充填剤系が繊維を含む場合、該繊維は該組成物の総重量に対して２
０重量％未満の量存在する、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項９】
　硬化性組成物が、樹脂系、少なくともその一部が約５０ナノメートル以下の平均一次粒
径を有するナノスケール粒子を含む無機材料である充填剤系、界面活性剤系、及び反応開
始剤系を含む、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項１０】
　硬化性組成物が、
　少なくとも一つのエチレン性不飽和成分及び結晶性成分を含む樹脂系、
　６０重量％を超える充填剤系、及び
　反応開始剤系を含み、
　該硬化性組成物が、約１５℃～３８℃の温度において十分な展性を示す、請求項１に記
載の歯科用物品。
【請求項１１】
　硬化性組成物が、
　少なくとも一つのエチレン性不飽和成分を含む樹脂系、
　少なくともその一部が、約５０ナノメートル以下の平均一次粒径を有するナノスケール
粒子を含む無機材料である、５０重量％を超える充填剤系、
　反応開始剤系、及び
　界面活性剤系を含む、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項１２】
　硬化性組成物が、
　モノ－、ジ－、もしくはポリ－アクリレート類及びメタクリレート類、不飽和アミド類



(3) JP 2008-539272 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

、ビニル化合物、並びにそれらの組み合わせから成る群から選択される、非晶性成分、
　ポリエステル類、ポリエーテル類、ポリオレフィン類、ポリチオエーテル類、ポリアリ
ールアルキレン類、ポリシラン類、ポリアミド類、ポリウレタン類、並びに結晶性ペンダ
ント部位及び以下の一般式を有する高分子材料を含む樹脂系、
【化１】

　（式中、Ｒは水素、又はＣ1～Ｃ4アルキル基であり、Ｘは－－ＣＨ2－－、－－Ｃ（Ｏ
）Ｏ－－、－－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－－、－－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－－、－－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－－、
－－Ｏ－－、－－ＮＨ－－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－－Ｈ
Ｎ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－－、又は－－Ｓｉ（ＣＨ3）2－－であり、
　ｍはポリマーの繰り返し単位の数であり、及び
　ｎは結晶性領域もしくは部位を含有するポリマーを形成するために十分な側鎖長もしく
は配座、及びそれらの組み合わせをもたらすのに十分である）
　６０重量％を超える充填剤系、及び
　反応開始剤系を含み、
　ここで該硬化剤組成物が約１５℃～３８℃の温度において十分な展性を示すが、ただし
充填剤系が繊維を含む場合、該繊維は該硬化性組成物の総重量に対して２０重量％未満の
量存在する、請求項１に記載の歯科用物品。
【請求項１３】
　硬化性組成物が、
　以下の式の結晶性組成物を含む樹脂系、
【化２】

　（式中、Ｑは独立してポリエステルセグメント、ポリアミドセグメント、ポリウレタン
セグメント、ポリエーテルセグメント又はそれらの組み合わせを含む）
　充填剤系、及び
　反応開始剤系を含む、請求項１記載の歯科用物品。
【請求項１４】
　小臼歯及び大臼歯から成る群から選択される自立形側汎用外形を備える予備成形済歯冠
であって、
　側汎用外形が顔－舌方向及び近位－遠位方向の両方に対称面を備え、
　該予備成形済歯冠が、側汎用外形が左側特有又は右側特有に調節された外形を形成し得
るような十分な展性を有する硬化性組成物を含む予備成形済歯冠、
を含む歯科用物品。
【請求項１５】
　側汎用外形が顔－舌方向に対称面を有する、切歯の自立形側汎用外形を備えた１以上の
予備成形済歯冠、
　側汎用外形が顔－舌方向に対称面を有する、犬歯の自立形側汎用外形を備えた１以上の
予備成形済歯冠、
　側汎用外形が顔－舌方向に対称面を有する、小臼歯の自立形側汎用外形を備えた１以上
の予備成形済歯冠、
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　側汎用外形が顔－舌方向に対称面を有する、大臼歯の自立形側汎用外形を備えた１以上
の予備成形済歯冠、及び
　歯科用物品セットを含有する包装を含み、
　予備成形済歯冠セット中の各々の予備成形済歯冠が、側汎用外形が左側特有又は右側特
有に調節された外形を形成し得るような十分な展性を有する硬化性組成物を含む、歯科用
物品セット。
【請求項１６】
　小臼歯の自立形側汎用外形を備えた１以上の予備成形済歯冠が、近位－遠位方向に対称
面を有する、請求項１５に記載のセット。
【請求項１７】
　大臼歯の自立形側汎用外形を備えた１以上の予備成形済歯冠が、近位－遠位方向に対称
面を有する、請求項１５に記載のセット。
【請求項１８】
　硬化性組成物が、１５℃～３８℃の温度において、左側特有又は右側特有に調節された
外形を形成するような十分な展性を有する、請求項１５に記載のセット。
【請求項１９】
　硬化性組成物が本質的に非金属材料から成る、請求項１５に記載のセット。
【請求項２０】
　予備成形済歯冠セット中の各々の予備成形済歯冠が、本質的に硬化性組成物から成る、
請求項１５に記載のセット。
【請求項２１】
　硬化性組成物が、結晶性成分を含む樹脂系、６０重量％を超える充填剤系、及び反応開
始剤系を含み、該硬化性組成物が、約１５℃～３８℃の温度において十分な展性を示すが
、ただし充填剤が繊維を含む場合、該繊維が該硬化性組成物の総重量に対して２０重量％
未満の量存在する、請求項１５に記載のセット。
【請求項２２】
　硬化性組成物が、結晶性成分を含む樹脂系、７０重量％を超える充填剤系、及び反応開
始剤系を含むが、ただし充填剤が繊維を含む場合、該繊維が該硬化性組成物の総重量に対
して２０重量％未満の量存在する、請求項１５に記載のセット。
【請求項２３】
　硬化性組成物が、樹脂系、少なくともその一部が約５０ナノメートル以下の平均一次粒
径を有するナノスケール粒子を含む無機材料である充填剤系、界面活性剤系、及び反応開
始剤系を含む、請求項１５に記載のセット。
【請求項２４】
　硬化性組成物が、
　少なくとも一つのエチレン性不飽和成分及び結晶性成分を含む樹脂系、
　６０重量％を超える充填剤系、及び
　反応開始剤系を含み、
　該硬化性組成物が約１５℃～３８℃の温度において十分な展性を示す、請求項１５に記
載のセット。
【請求項２５】
　硬化性組成物が、
　少なくとも一つのエチレン性不飽和成分を含む樹脂系、
　少なくともその一部が、約５０ナノメートル以下の平均一次粒径を有するナノスケール
粒子を含む無機材料である、５０重量％を超える充填剤系、
　反応開始剤系、及び
　界面活性剤系を含む、請求項１５に記載のセット。
【請求項２６】
　硬化性組成物が、
　モノ－、ジ－、もしくはポリ－アクリレート類及びメタクリレート類、不飽和アミド類
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、ビニル化合物、及びそれらの組み合わせから成る群から選択される、非晶性成分、
　ポリエステル類、ポリエーテル類、ポリオレフィン類、ポリチオエーテル類、ポリアリ
ールアルキレン類、ポリシラン類、ポリアミド類、ポリウレタン類、並びに結晶性ペンダ
ント部位及び以下の一般式を有する高分子材料、を含む樹脂系
【化３】

　（式中、Ｒは水素、又はＣ1～Ｃ4アルキル基であり、Ｘは－－ＣＨ2－－、－－Ｃ（Ｏ
）Ｏ－－、－－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－－、－－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－－、－－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－－、
－－Ｏ－－、－－ＮＨ－－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－－Ｈ
Ｎ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－－、又は－－Ｓｉ（ＣＨ3）2－－であり、
　ｍはポリマー中の繰り返し単位の数であり、及び
　ｎは結晶性領域もしくは部位を含有するポリマーを形成するための側鎖長もしくは配座
、及びそれらの組み合わせをもたらすのに十分である）
　６０重量％を超える充填剤系、及び
　反応開始剤系、を含み、
　該硬化性組成物が、約１５℃～３８℃の温度において十分な展性を示すが、ただし充填
剤系が繊維を含む場合、該繊維は該硬化性組成物の総重量に対して２０重量％未満の量存
在する、請求項１５に記載のセット。
【請求項２７】
　硬化性組成物が、
　以下の式の結晶性組成物を含む樹脂系、
【化４】

　（式中、各々のＱが独立にポリエステルセグメント、ポリアミドセグメント、ポリウレ
タンセグメント、ポリエーテルセグメント、又はそれらの組み合わせを含む）
　充填剤系、及び
　反応開始剤系、を含む、請求項１５に記載のセット。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科的修復において使用される予備成形済歯冠、及び該予備成形済歯冠を使
用する方法の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　歯科的修復は、今日の歯科産業において重要な市場である。特に、一時的又は永久的な
冠を用いた歯の治療は一般的な処置であり、通常複数回の歯科予約が必要である。多くの
場合、施術者は成形済歯冠に依存し、修復される歯の形状の歯冠を提供することによって
修復過程を迅速に処理している。
【０００３】
　今日市場で利用可能な予備成形済冠は、通常金属（例えば、ステンレススチール、アル
ミニウム、合金等）又はポリマー類（例えば、ポリカーボネート、ポリアセタール等）で
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製造される。金属冠は、美的外観をもたらすために、さらにカラーコーティングされた歯
で覆うこともできる。
【０００４】
　仮に、予備成形済金属及びポリマーの冠を調整する必要がある場合は、冠用鋏、ヒート
レスストーン、又は所望の冠長を得るために冠縁の材料を除去するその他の道具のいずれ
かを用いて整えることができる。金属冠はまた、縁部を良好に適合させるために頸部を圧
着してもよい。しかしながら、隣接歯間距離、冠構造等のような他の冠寸法の修正は、予
備成形済歯冠に使用されている材料が施術者による形状調節に適さないため実施されない
。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の予備成形済冠は形状を調節することができなかったため、予備成形済冠は様々な
形（並びに様々な大きさ）の歯を覆うために、多くの異なる形状で提供されていた。結果
として、従来の予備成形済歯冠においては、提供されている予備成形済冠の大きさ及び形
状の総数が非常に多い。一つには、左右の弓に対して異なった予備成形済歯冠が提供され
る必要性から、予備成形済歯冠の数が多くなっている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、顔－舌方向及び／又は近位－遠位方向に対称面を備えた、側汎用外形を有す
る予備成形済歯冠を提供する。予備成形済歯冠はまた、側汎用外形が、例えば左側特有又
は右側特有に調節された外形を形成し得る十分な展性を有する硬化性組成物を含む。
【０００７】
　本発明は、様々な歯の構造（例えば、切歯、犬歯、小臼歯、大臼歯）に対応する、異な
る外形の予備成形済歯冠を含むことができる。本明細書で論じられているように、側汎用
にすることに加えて、少なくとも一部の予備成形済歯冠はまた、上方（上顎）弓又は下方
（下顎）弓における使用に適応させるための修正をした上で、又は修正せずに、これらの
弓に使用することができる。例えば、より小さい切歯は潜在的に、ある患者の下顎の切歯
として、及び他の患者の上顎の切歯として使用することができる。同様に、小臼歯及び大
臼歯は潜在的に、予備成形済歯冠の硬化性組成物の展性が十分な場合、上顎弓又は下顎弓
に互換的に使用することができる。
【０００８】
　側汎用臼歯形状（例えば、顔－舌方向に対称面を有する）を備える予備成形済歯冠を提
供することの別の潜在的利点は、該予備成形済歯冠を第一、第二もしくは第三大臼歯又は
第一もしくは第二小臼歯に使用することができる（必要に応じて多少の調節／成形は行う
）点である。これによってさらに、本明細書で論じられているように、施術者が在庫の必
要量を減らすことができる。
【０００９】
　加えて、近位－遠位方向及び／又は顔－舌方向に対称面を有する小臼歯又は大臼歯とし
て使用することを意図する一部の予備成形済歯冠を提供することは有利であり得る。第二
対称面によって、このような予備成形済歯冠を複数の場所（例えば上方又は下方弓、異な
る大臼歯部位等）での使用に適合させるのがより容易になる。さらに、一部の予備成形済
歯冠は、好ましくは、顔－舌面ではなく近位－遠位面についてのみ対称性を示してもよい
。
【００１０】
　しかしながら、場合によっては、上顎弓又は下顎弓のうち一つのみに使用することを目
的とした（上顎弓又は下顎のどちらかに使用するためのより一般的な外形と対照的に）、
より特異的な側汎用外形を有する本発明の予備成形済歯冠を提供することは有利であり得
る。
【００１１】



(7) JP 2008-539272 A 2008.11.13

10

20

30

40

50

　本発明の対称的な予備成形済歯冠は、好ましくは製造者及び施術者に予備成形済歯冠の
在庫を有意に減少させる機会を提供し得る。（多少の潜在的形状調節をした上で）左側又
は右側部位で使用することができる、対称的な予備成形済歯冠を提供することによって、
必要な予備成形済歯冠の数を半減させ得る。一部の予備成形済歯冠が複数の部位（例えば
、第一、第二及び第三大臼歯又は第一もしくは第二小臼歯）で使用され得る場合、さらな
る在庫の減少が可能であり得る。少なくとも一部の予備成形済歯冠が必要に応じて上方又
は下方弓に使用され得る場合、さらなる在庫の減少すら可能であり得る。
【００１２】
　本発明において予備成形済歯冠の外形を記述するために使用する時、「側汎用（side-g
eneric）」（及びその変化形）は、予備成形済歯冠の外形が、構造的に的確な予備成形済
歯冠と関連するであろう左側又は右側特有な構造的特徴の全てを含むわけではないことを
意味する。好ましくは、本発明の側汎用外形を有する予備成形済歯冠は、使用する際に、
左側特有又は右側特有に調節した外形にするために、少なくとも多少の成形又は調節が必
要であろう。
【００１３】
　本明細書で使用する時、「対称」（及びその変化形）は、予備成形済歯冠の側汎用外形
が、必要に応じて冠を右又は左弓に用いることを可能にする平面又は平面類について対称
であるという機能的意義において用いられる。しかしながら、予備成形済歯冠は側汎用で
ある、つまりそれらは左又は右側特有ではないため、適切に適合させるためには通常施術
者による多少の仕様変更が必要である。本明細書で使用する時、「対称」（及びその変化
形）という用語は、平面又は平面類について完全な幾何学的対称であるという意味で用い
られるのではなく、つまり完全な幾何学的対称からの多少のずれは許容される。
【００１４】
　本明細書で使用する時、「自立形（self-supporting）」という用語は、それぞれの冠
が寸法安定性であり、かつその予備成形済形状を、自立している時（つまり、包装や容器
の支持なしで）室温（つまり、約２０℃～約２５℃）において少なくとも約２週間有意に
変形することなく維持することを意味する。好ましくは、本発明の予備成形済歯冠は、室
温において少なくとも約１ヶ月間、及びさらに好ましくは少なくとも約６ヶ月間、寸法安
定性である。好ましくは、本発明の予備成形済歯冠は、室温より高い温度、より好ましく
は約４０℃までの温度、さらに好ましくは約５０℃までの温度、及びさらに好ましくは約
６０℃までの温度において寸法安定性である。この定義は、任意の反応開始系を活性化す
る状況にない状態及び重力以外の外力のない状態で適用される。
【００１５】
　「十分に展性がある」という用語は、自立形予備成形済歯冠が、例えば、患者の口に対
して、適度な手動力のもと（つまり、軽く指で圧する程度から歯科用複合器具のような小
さな手工具を手動操作する程度の範囲の力）、特別注文の形状にできる、及び左側特有又
は右側特有に調節された外形に適合できることを意味する。整形、適合、成形等は、予備
成形済歯冠の縁部（必要に応じて整えられてもよい）以外の領域を除去又は材料を追加す
ることなく、予備成形済歯冠の外形を調節することによって実施される。
【００１６】
　場合によっては、本発明の予備成形済歯冠が本質的に硬化性組成物から成ることが好ま
しい場合もある。
【００１７】
　本発明の予備成形済歯冠において使用される硬化性組成物は、例えば４０℃以下の温度
において所望の「十分な展性」を示し得る。さらに他の例においては、硬化性組成物は例
えば１５℃～３８℃の温度範囲において「十分な展性」を示し得る。
【００１８】
　本発明の予備成形済歯冠の硬化性組成物は、「不可逆的に硬化性」であること（これは
本明細書で使用する時、組成物がその展性を失うような硬化の後、歯冠の外形を破壊する
ことなく元の展性のある形状に変形させることができないことを意味する）がさらに好ま
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しい場合がある。
【００１９】
　十分な展性を備えた本発明の予備成形済歯冠を作成するために使用され得る、いくつか
の潜在的に好適な硬化性組成物の例としては、例えば、硬化性有機組成物（充填されてい
る又はされていない）、重合可能な歯科用ワックス、硬化されていない状態でワックス様
又は粘土様稠度を有する硬化性歯科用組成物等が挙げられる。いくつかの実施形態では、
本発明の予備成形済歯冠は本質的に非金属材料から成る硬化性組成物で構成されることが
好ましい場合がある。
【００２０】
　本発明の予備成形済歯冠を製造するために使用され得る潜在的に好適な硬化性組成物は
、カリム（Karim）らによる「硬化性自立形構造及び方法（HARDENABLE SELF-SUPPORTING 
STRUCTURES AND METHODS）」と表題された米国特許出願公開第２００３／０１１４５５３
号に記載されているものでもよい。その他の好適な硬化性組成物としては、オックスマン
（Oxman）らによる米国特許第５，４０３，１８８号、フォルケル（Volkel）らによる第
６，０５７，３８３号及び、サン（Sun）らによる第６，７９９，９６９号に記載されて
いるものが挙げられる。
【００２１】
　米国特許出願公開第２００３／０１１４５５３号に記載されている硬化性組成物に対し
て、硬化（例えば硬化（cure））前の高展性特性（好ましくは室温又は体温以上に加温せ
ずに）及び硬化後の高強度（好ましくは、例えば、少なくとも約２５ＭＰａにおける曲げ
強度）の独特の組み合わせは、予備成形済歯冠に多くの潜在的利点をもたらす。
【００２２】
　一様態においては、本発明は切歯、犬歯、小臼歯及び大臼歯から成る群から選択される
、自立形側汎用外形を備える予備成形済歯冠を含む歯科用物品を提供し、該自立形側汎用
外形は、顔－舌方向に対称面を有し、かつ該予備成形済歯冠は、側汎用外形が左側特有又
は右側特有に調節された外形を形成し得るような十分な展性を有する硬化性組成物を含む
。いくつかの実施形態では、側汎用外形はさらに小臼歯及び大臼歯から成る群から選択さ
れてもよく、該側汎用外形はまた近位－遠位方向に対称面を含む。
【００２３】
　他の様態においては、本発明は、小臼歯及び大臼歯から成る群から選択される自立形側
汎用外形を備える予備成形済歯冠を含む歯科用物品を提供し、該側汎用外形は顔－舌方向
及び近位－遠位方向の両方に対称面を有し、かつ予備成形済歯冠は、側汎用外形を左側特
有又は右側特有に調節された外形に成形し得るような十分な展性を有する硬化性組成物を
含む。
【００２４】
　他の様態においては、本発明は歯科用物品セットを提供し、該セットは切歯の自立形側
汎用外形を備え、該側汎用外形が顔－舌方向に対称面を有する、１以上の予備成形済歯冠
、犬歯の自立形側汎用外形を備え、側汎用外形が顔面一舌方向に対称面を有する、１以上
の予備成形済歯冠、小臼歯の自立形側汎用外形を備え、側汎用外形が顔面一舌方向に対称
面を有する、１以上の予備成形済歯冠、大臼歯の自立形側汎用外形を備え、側汎用外形が
顔面－舌方向に対称面を有する、１以上の予備成形済歯冠、及び歯科用物品セットを含む
包装品であって、該予備成形済歯冠セット中の各々の予備成形済歯冠が、側汎用外形が左
側特有又は右側特有に調節された外形を形成し得るような十分な展性を有する硬化性組成
物を含む、包装品を含む。いくつかの実施形態では、小臼歯の自立形側汎用外形を備えた
、１以上の予備成形済歯冠は、近位－遠位方向の対称面を有する。いくつかの実施形態で
は、大臼歯の自立形側汎用外形を備えた、１以上の予備成形済歯冠は、近位－遠位方向の
対称面を有する。
【００２５】
　他の様態では、本発明は小臼歯及び大臼歯から成る群から選択される、自立形側汎用外
形を備える予備成形済歯冠を含む歯科用物品を提供することができ、該側汎用外形は近位
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－遠位方向に対称面を有し、かつ該予備成形済歯冠は、該側汎用外形が左側特有又は右側
特有に調節された外形を形成し得るような十分な展性を有する硬化性組成物を含む。
【００２６】
　さらに別の様態では、本発明は、本発明の予備成形済歯冠を使用する方法を提供するこ
とができ、該方法は、例えば、左側特有特徴又は右側特有特徴を含むように冠に硬化性組
成物を形成すること、例えば化学放射線に曝露させることによって硬化性組成物を硬化す
ることを含む。
【００２７】
　本発明の代表的な種々の実施形態に関連して、以下に本発明のこれら及び他の特徴及び
利点を記載する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明の代表的な実施形態に関する以下の詳細な説明において、その一部を形成する添
付図面の図が参照され、本発明が実施され得る特定の実施形態が実例として示されている
。本発明の範囲から逸脱することなく他の実施形態が利用されてもよく、そして構造的変
更が行なわれてもよいことは理解されるであろう。
【００２９】
　本発明は、顔－舌方向の対称面及び／又は近位－遠位方向の対称面を備えた側汎用外形
を有する予備成形済歯冠を提供する。予備成形済歯冠はまた、側汎用外形が、例えば左側
特有又は右側特有に調節された外形を形成し得るような十分な展性を有する硬化性組成物
を含む。
【００３０】
　本発明で論じられているように、それらの側汎用外形を備える予備成形済歯冠の硬化組
成物は、好ましくは、口腔内の左側又は右側領域のいずれかに使用するため成形又は調節
されてもよい。歯冠は側汎用的外形に成形されているため、予備成形済歯冠の使用は、好
ましくは、左側特異的又は右側特異的特徴を包含するため予備成形済歯冠の側汎用的外形
を成形又は調節して適合させている間に、施術者による硬化性組成物の多少の成形を必要
とする場合がある。最終的な結果は、好ましくは、左側特有又は右側特有に調節された外
形を備えた歯冠であり得る。その後歯冠の硬化性組成物の硬化は、好ましくは、口腔内の
使用のために調節された外形を固定することができる。
【００３１】
　一つの代表的な、本発明に基づいた側汎用外形を備えた対称的な予備成形済歯冠１０は
、図１及び２に図示されている。図１は、顔－舌面ＦＬ（これは、図１中に破線として描
かれている。）について対称性を有する下顎大臼歯のための予備成形済歯冠１０の咬合面
図である。図２は、顔－舌面ＦＬ（これは、破線として描かれている。）について対称的
に描かれている予備成形済歯冠１０の顔側側面図である。
【００３２】
　図１及び図２に見られるように、冠１０の側汎用外形は、咬合面図及び顔側側面図の両
方において、顔－舌面ＦＬについて対称性を有する。その対称性は、図７及び図８に図示
されているような、側特有下顎第一大臼歯と置換するように設計された先行技術４０の非
対称的外形と異なる場合がある。先行技術４０の側特有外形は、いずれの平面についても
対称性を示さない。
【００３３】
　その対称性の欠如に加えて、先行技術４０は５つの咬合面板４１、４２、４３、４４及
び４５（図７に見られるように）を含む。それは、本発明の歯冠１０上の４つの咬合面板
１１、１２、１３及び１４とは異なる。本発明に基づいた硬化性予備成形済歯冠は、好ま
しくは、所望の対称性をもたらすために前述のような構造的一般化又は単純化を示しても
よい。
【００３４】
　例えば、上顎及び／又は下顎の小臼歯又は大臼歯の置換に適応している、本発明の対称
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的予備成形済歯冠の少なくともいくつかは、構造上正確な歯冠よりも少ない又は多い構造
的特徴を含み得ることが好ましい場合がある。
【００３５】
　例えば、下顎第一大臼歯を置換するための対称的予備成形済歯冠１０の使用は、好まし
くは、対称的予備成形済歯冠１０を調節又は成形して、置換される歯の左側又は右側特有
構造により綿密に近づけることを含んでもよい。前述のような調節には、本明細書で論じ
られているような十分な展性を有する組成物を使用することが可能である。調節された歯
冠は、好ましくは、口腔内での使用の際に調節された外形を保持するように、成形後硬化
されてもよい。
【００３６】
　予備成形済歯冠１０は、冠１０の底部に縁部１６を含む。本明細書で論じられているよ
うに、調節された外形をもたらすための予備成形済歯冠１０の硬化性組成物の成形には、
好ましくは、冠１０に対する材料の除去又は追加ではない操作を含むが、施術者が、縁部
１６から材料を除去して、選択された領域における冠の適合性を改善する可能性があるこ
とは想定される。
【００３７】
　口腔の右及び左側に対して汎用である、本発明の予備成形済歯冠を作成するためには、
多少の構造の一般化が必要な場合がある。一つの方法としては、口腔内の複数の領域にお
いて最も効果があるであろう天然歯構造の要素が選択され得る。一部の例では、ミラーリ
ングに最も効果があるであろう歯構造の半体を選択すること、次いで対称面についてその
半体をミラーリングすることを含んでもよい。他の例では、設計者が、機能性、美観等に
関して最も優れた歯構造の半体を選択し、次いで対称面についてそれをミラーリングして
もよい。ある大臼歯の咬合面板の例では、仮にミラーリングした場合、外観及び／又は機
能性に関して不適格な冠になり得る、いくつかの構造的特徴を除去することが好都合であ
る場合もある。その単純化された形状は、次いで、対称面にミラーリングされ得る。別の
方法では、例えば第一及び第二大臼歯のような複数の歯の構造から得られる構造的特徴を
組み合わせて、その後対称面にミラーリングされる、混成歯冠半体をつくることも可能で
ある。
【００３８】
　上述の技術は、口腔内の後方に見られるような、より複雑な構造の歯形状と置換する予
備成形済歯冠の開発に有用であるが、臼歯上のより複雑な咬合面板がない場合、切歯及び
犬歯用の本発明に基づいた対称的予備成形済歯冠の開発はより容易であり得る。
【００３９】
　図３及び４は、切歯（好ましくは上顎切歯）を置換するように設計された側汎用外形を
備えた対称的予備成形済歯冠２０の図である。図３は、顔－舌面ＦＬ（該平面は図３及び
４の両方において端に（on edge）破線で描かれている。）について対称性を有する予備
成形済歯冠２０の切縁図である。図４は、顔－舌面ＦＬについてその対称性を図示してい
る予備成形済歯冠２０の顔側側面図である。
【００４０】
　図３及び４の予備成形済歯冠２０の対称性は、図９及び１０に図示されているような右
側上顎中切歯を置換するように設計された先行技術５０の非対称的外形とは異なる場合が
ある。先行技術の領域特異的冠５０の外形は、図１０に見られるように、顔－舌面ＦＬに
対称性を示さない。
【００４１】
　例えば右側上顎中切歯を置換する対称的予備成形済歯冠２０の使用は、好ましくは、対
称的予備成形済歯冠２０を調節又は成形して、置換される歯の右側特有構造により綿密に
近づけること（例えば、歯の遠位側に沿って隆起部５４を追加して成形する）を含んでも
よい。このような調節には、本明細書で論じられているように、十分な展性を有する硬化
性組成物を用いることが可能である。調節された歯冠２０の硬化性組成物は、好ましくは
、冠２０が口腔内で使用される際、側特有に調節された外形を保持するよう成形された後
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硬化され得る。
【００４２】
　予備成形済歯冠２０は、冠２０の底部に縁部２６を含む。本明細書で論じられているよ
うに、調節された外形をもたらすための予備成形済歯冠２０の硬化性組成物の成形には、
好ましくは、冠２０に対する材料の除去又は追加ではない操作を含むが、施術者が、選択
された領域における冠の適合性を改善するために縁部２６から材料を除去する可能性があ
ることは想定される。
【００４３】
　図５及び６は大臼歯を置換するように設計された本発明の対称的予備成形済歯冠３０を
図示している。図５は、顔－舌面ＦＬ及び近位－遠位面ＭＤの両方（該平面は端に（on e
dge）破線として描かれている）についてその対称性が見られる、予備成形済歯冠３０の
咬合面図である。歯冠３０は、咬合面板３１、３２、３３及び３４を含む。図６は、近位
－遠位面ＭＤについてその対称性が見られる、予備成形済歯冠３０の近位側側面図である
。予備成形済歯冠３０は、顔－舌面ＦＬ又は近位－遠位面ＭＤについて完全な幾何学的対
称性を示す訳ではなく、したがって、予備成形済歯冠３０は、本明細書で論じられている
ように、本発明の予備成形済歯冠が、好ましくは、機能的意義において対称性を示す代表
的な概念である。
【００４４】
　例えば下顎大臼歯を置換する対称的予備成形済歯冠３０の使用は、好ましくは、対称的
予備成形済歯冠３０を調節又は成形して、置換される歯の左側又は右側特有構造により綿
密に近づけることを含んでもよい。さらに、異なる大臼歯領域（例えば第一、第二、もし
くは第三大臼歯領域又は第一もしくは第二小臼歯領域でさえ）のための冠の適合性を改善
するために調節されてもよい。このような調節には、本明細書で論じられているような十
分な展性を有する硬化性組成物を用いることが可能である。調節された歯冠３０の硬化性
組成物は、好ましくは、硬化後、冠３０が側特有に調節された外形を保持するよう成形さ
れた後硬化され得る。
【００４５】
　予備成形済歯冠３０は冠３０の底部に縁部３６を含む。本明細書で論じられているよう
に、調節された外形をもたらすための予備成形済歯冠３０の硬化性組成物の成形には、好
ましくは、冠３０に対する材料の除去又は追加ではない操作を含むが、施術者が、選択さ
れた領域における冠の適合性を改善するために縁部３６から材料を除去する可能性がある
ことは想定される。
【００４６】
　図１１は本発明の予備成形済歯冠において提供され得る別の任意の特徴を図示したもの
である。図１１の断面図において、図示されている予備成形済歯冠６０は、歯冠６０の内
部中に成形される腔部６２を含む。図１１のような断面図は、腔部６２の片側上に位置す
る顔側表面６４及び腔部６２の反対側上に位置する舌側表面６６を含む。
【００４７】
　冠６０の外形は、好ましくは、本明細書で論じられているように対称性を示すが、その
対称性は本発明の予備成形済歯冠の内部特徴に存在する必要はない場合がある。図１１の
冠６０において、例えば、腔部６２は、好ましくは舌方向に向かって片寄っていてもよい
。つまり、腔部６２と舌側表面６６の間に成形される冠６０の舌側壁６７は、腔部６２と
顔側表面６４の間に成形される顔側壁６５より細くてもよい。
【００４８】
　片寄った腔部は、舌側の輪郭削りがより容易に及びより構造的にできるようにすること
で、調製された歯に対する冠の調節を単純化し得るという点において、いくつかの潜在的
利点を提供し得る。例えば、切歯の完全な冠の調製では、歯の舌側よりも顔側の歯の方が
より減少する場合が多い。結果として、片寄った腔部に対応する冠は、調製された歯に対
してより容易に適合し得る。本発明の歯冠における片寄った腔部の別の潜在的利点は、よ
り太い顔側壁６５が仮着用セメント（これは不透明である場合が多い）の被覆力を改善で
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きる場合があることである。調製された歯上の不透明なセメント層の可視性が減少するこ
とによって、歯冠の美的外観、特に見えやすい領域における美的外観を改善することがで
きる。
【００４９】
　本発明の予備成形済歯冠は任意の好適な技術によって製造され得る。自立形予備成形済
歯冠を製造するために潜在的に好適な技術のいくつかの例は、例えば、カリム（Karim）
らによる「硬化性歯科用物品及びその製造方法（HARDENABLE DENTAL ARTICLE AND METHOD
 OF MANUFACTURING THE SAME）」と表題された国際公開第２００５／０１８４８４号に記
載されているものでもよい。
【００５０】
　硬化性組成物
　本明細書で論じられているように、側汎用外形を備える予備成形済歯冠は、好ましくは
、適合過程の間、側汎用外形を備える予備成形済歯冠が、左側特有又は右側特有に調節さ
れた外形を形成するのを容易にするのに十分な展性のある硬化性組成物を含む。該組成物
は硬化性であるため、好ましくは、調節された外形は保持される。
【００５１】
　本発明の予備成形済歯冠のための潜在的に有用な硬化性組成物は、例えば、熱硬化性ポ
リマー類、重合性ワックス類、硬化性有機材料類（充填されている又はされていない）等
を含む場合がある。いくつかの潜在的に好適な硬化性組成物は、オックスマン（Oxman）
らによる米国特許第５，４０３，１８８号、フォルケル（Volkel）らによる第６，０５７
，３８３号、サン（Sun）らによる第６，７９９，９６９号に記載されているものを含ん
でもよい。
【００５２】
　本発明の予備成形済歯冠の製造に用いられ得る、他の潜在的に好ましい硬化性組成物は
、カリム（Karim）らによる「硬化性自立形構造及び方法（HARDENABLE SELF-SUPPORTING 
STRUCTURES AND METHODS）」と表題された米国特許出願公開第２００３／０１１４５５３
号に記載されているものでよい。本明細書で論じられているように（及び以下の議論にお
いて簡潔に要約されているように）、米国特許出願公開第２００３／０１１４５５３号の
硬化性組成物は、結晶性成分を含む樹脂系、６０重量％を超える充填剤系（好ましくは７
０重量％を超える充填剤系）、及び反応開始剤系を含んでもよく、該硬化性組成物は、好
ましくは約１５℃～３８℃の温度において（さらに好ましくは、標準的室温及び体温を包
含する約２０℃～３８℃において、及び最も好ましくは、室温において）側特有に調節さ
れた外形を形成するのに十分な展性を示す。本発明の組成物は、本明細書で論じられてい
るように、展性を持たせるために体温を超える温度で（又は、好ましくは約室温でさえ）
加熱される必要がないことが望ましい場合がある。
【００５３】
　一般的に及び好ましくは、米国特許出願公開第２００３／０１１４５５３号の硬化性組
成物中の充填剤系の少なくとも一部は、粒子状充填剤を含む。好ましくは、この及び他の
多様な実施形態において、充填剤系が繊維を含む場合、該繊維は組成物の総重量に対して
２０％未満の量存在する。
【００５４】
　結晶性成分は、好ましくは、自立形第一形状（つまり、側汎用外形）の維持に役立つ形
態をもたらし得る。この形態は、三次元網目構造（連続的又は不連続な）であり得る、非
共有構造を含む。必要に応じて、結晶性成分は、重合及び／又は架橋部位を提供する１以
上の反応基を含み得る。このような結晶性成分が存在しない、又は反応基を含まない場合
、このような反応部位は、エチレン性不飽和成分のような他の樹脂成分によって提供され
る。
【００５５】
　したがって、一部の実施形態では、樹脂系は好ましくは少なくとも一つのエチレン性不
飽和成分を含む。好ましいエチレン性不飽和成分類は、モノ－、ジ－、もしくはポリ－ア
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クリレート類及びメタクリレート類、不飽和アミド類、ビニル化合物類（ビニルオキシ化
合物類を含む）並びにそれらの組み合わせから成る群から選択される。このエチレン性不
飽和成分は、一部の好ましい実施形態では非晶質であるが、結晶性成分であり得る。
【００５６】
　結晶性成分はポリエステル類、ポリエーテル類、ポリオレフィン類、ポリチオエーテル
類、ポリアリールアルキレン類、ポリシラン類、ポリアミド類、ポリウレタン類又はそれ
らの組み合わせを含む場合がある。好ましくは、結晶性成分は、一級ヒドロキシ末端基を
含有する飽和、直鎖、脂肪族ポリエステルポリオール類を含む。結晶性成分は、任意選択
的に、例えば樹状、超分岐、又は星状構造を有する場合がある。
【００５７】
　結晶性成分は、任意に、結晶性ペンダント部分及び以下の一般式を有する高分子材料（
つまり、２以上の繰り返し単位を有し、それによりオリゴマー材料を含む材料）であり得
る。
【００５８】

【化１】

【００５９】
　（式中、Ｒが水素又はＣ1～Ｃ4アルキル基であり、Ｘが－－ＣＨ2－－、－－Ｃ（Ｏ）
Ｏ－－、
　－－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－－、－－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－－、－－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－－、－－Ｏ－
－、－－ＮＨ－－、－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－－ＨＮ－Ｃ（
Ｏ）－ＮＨ－－、又は－－Ｓｉ（ＣＨ3）2－－であり、ｍがポリマー中の繰り返し単位の
数（好ましくは２以上）であり、かつｎは結晶性領域もしくは部位を含有するポリマーを
形成するために十分な側鎖長及び配座をもたらすのに十分である。）
　結晶性成分を代替する、又は併用する硬化性組成物は、第一形状の維持に役立つ三次元
網目構造（連続的又は不連続な）であり得る、非共有構造を含み得る組成物に形態を与え
ることができる充填剤を含んでもよい。好ましくは、このような充填剤はナノスケール粒
子を有し、より好ましくは該充填剤はナノスケール粒子を有する無機材料である。非共有
構造の形成を促進するために、無機材料は表面ヒドロキシル基を含むことができる。さら
に好ましくは、無機材料はヒュームドシリカを含む。
【００６０】
　さらに、１以上の界面活性剤の使用もまたこのような非共有構造の形成を促進すること
ができる。潜在的に好ましい組成物は、樹脂系及び反応開始剤系に加えて、結晶性成分も
しくはナノスケール粒子状充填剤（好ましくは、ミクロンサイズ粒子状充填剤及びナノス
ケール粒子状充填剤の両方）を含む充填剤系のどちらか及び界面活性剤、又は結晶性成分
及び充填剤系の両方並びに界面活性剤系を含んでもよい。本明細書で使用する時、充填剤
系は１以上の充填剤を含み、かつ界面活性剤系は１以上の界面活性剤を含む。
【００６１】
　本発明の予備成形済歯冠に使用され得る硬化性組成物の別の潜在的実施形態は、樹脂系
、少なくともその一部が、平均一次粒度が約５０ナノメートル（ｎｍ）以下であるナノス
ケール粒子を有する無機材料である充填剤系、界面活性剤系、及び反応開始剤系を含む、
米国特許出願公開第２００３／０１１４５５３号の硬化性組成物を含み得る。硬化性組成
物は、好ましくは、約１５℃～３８℃の温度において側特有に調節された外形を形成する
のに十分な展性を示す。界面活性剤系及びナノスケールの粒子を備えた実施形態において
は、樹脂系が好ましくは少なくとも一つのエチレン性不飽和成分を含む場合があり、かつ
充填剤系が５０重量％を超える量で存在する。
【００６２】
　他の潜在的に好ましい実施形態においては、本発明の硬化性組成物は、モノ－、ジ－、
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もしくはポリ－アクリレート類及びメタクリレート類、不飽和アミド類、ビニル化合物類
並びにそれらの組み合わせから成る群から選択される非晶性成分、並びにポリエステル類
、ポリエーテル類、ポリオレフィン類、ポリチオエーテル類、ポリアリールアルキレン類
、ポリシラン類、ポリアミド類、ポリウレタン類、結晶性ペンダント部位及び以下の一般
式を有する高分子材料（オリゴマー材料を含む）から成る群から選択される結晶性成分を
含む樹脂系を含み得る。
【００６３】
【化２】

【００６４】
　（式中、Ｒが水素又はＣ1～Ｃ4アルキル基であり、Ｘが－－ＣＨ2－－、－－Ｃ（Ｏ）
Ｏ－－、－－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－－、－－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－－、－－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－－、－
－Ｏ－－、－－ＮＨ－－、又は－Ｏ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－、－ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－Ｏ－、－－
ＨＮ－Ｃ（Ｏ）－ＮＨ－－、又は－－Ｓｉ（ＣＨ3）2－－であり、ｍがポリマー中の繰り
返し単位の数（好ましくは２以上）であり、かつｎは結晶性領域もしくは部位を含有する
ポリマーを形成するために十分な側鎖長及び配座をもたらすのに十分である、及びそれら
の組み合わせである。）硬化性組成物はさらに６０重量％を超える充填剤系及び反応開始
剤系を含む。硬化性組成物は、好ましくは、約１５℃～３８℃の温度において側特有に調
節された外形を形成するのに十分な展性を示す。充填剤系が繊維を含む場合、該繊維は、
好ましくは、該硬化性組成物の総重量に対して、２０重量％未満の量存在する。
【００６５】
　さらにもう一つの潜在的に好ましい実施形態においては、本発明の硬化性組成物は、以
下の式の結晶性成分を備える樹脂系、
【００６６】
【化３】

【００６７】
　（式中、各々のＱが独立してポリエステルセグメント、ポリアミドセグメント、ポリウ
レタンセグメント、ポリエーテルセグメント又はそれらの組み合わせを含む。）充填剤系
、及び反応開始剤系を含んでもよい。
【００６８】
　本明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される場合、単数形「ある（a）」、
「及び（and）」及び「その（the）」は、文脈上、他に明記されない限り、複数の指示対
象を含む。したがって、例えば、「ある（a）」又は「その（the）」成分への参照は、１
以上の成分及び当業者に周知であるその等価物を含むことができる。
【００６９】
　本発明で引用された全ての参照及び出版物は、それらの開示全体において、本明細書に
参考として明示的に組み込まれる。本発明の代表的な実施形態が論じられ、そして本発明
の範囲内で可能ないくつかの変形が参照されている。本発明におけるこれら及び他の変形
及び変更は、本発明の範囲から逸脱することなく当業者にとって明らかであり、そして本
発明が本明細書で明示された代表的な実施形態の組み合わせに限定されないことは理解さ
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される。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】図の端に描かれた顔－舌面を備える、下顎大臼歯のための予備成形済歯冠の咬合
面図。
【図２】図の端に描かれた顔－舌面を備える、図１の予備成形済歯冠の顔側側面図。
【図３】図の端に描かれた顔－舌面を備える、上顎切歯のための予備成形済歯冠の切縁図
。
【図４】図の端に描かれた顔－舌面を備える、図３の予備成形済歯冠の顔側側面図。
【図５】図の端に描かれた顔－舌面及び近位－遠位面を備える、下顎大臼歯のための予備
成形済歯冠の咬合面図。
【図６】図の端に描かれた近位－遠位面を備える、図５の予備成形済歯冠の近位側側面図
。
【図７】下顎第一大臼歯と置換される形状の、従来の非対称的予備成形済歯冠の咬合面図
。
【図８】図７の従来の非対称的予備成形済歯冠の顔側側面図。
【図９】右側上顎中切歯と置換される形状の、従来の非対称的予備成形済歯冠の切縁図。
【図１０】図９の従来の非対称的予備成形済歯冠の顔側側面図。
【図１１】歯冠内の片寄った腔部を例証するための、顔－舌面に沿って切断された本発明
の予備成形済歯冠の断面図。
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